
学校教育目標  

深く考え、心豊かな、思いやりのある たくましい子 
 

めざす子どもの姿   

森の里の 「あ・い・う・え・お・か・き・と・チャレンジ」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る６月６日（土）、保護者の皆さま、そして地域の皆さまの温かいご理解とご協力のもと、「第３５回 森

の里小学校 運動会」を開催いたしました。 

当日はあいにくの寒空模様となりましたが、そんな寒さを吹き飛ばすかのように、校庭には子どもたちの

熱気あふれる声が響き渡りました。悪天候による心配をよそに、予定していたすべてのプログラムを無事に

終えられましたことに、まずは職員一同、深く安堵しております。 

これまでの練習期間、そして本番での子どもたちの姿を振り返ると、胸が熱くなる場面ばかりでした。仲

間と手を取り合い、声を掛け合って競技に挑む姿。一瞬一瞬に自分の全力をぶつけ、ゴールを目指して走り

抜ける姿。勝敗にかかわらず、互いの健闘をたたえ合って惜しみない拍手を送る姿。そこには、一回りも二回

りも大きく成長した「森の里っ子」の頼もしい姿がありました。 

特に、小学校生活最後の運動会となった６年生の活躍は見事でした。競技での力走はもちろんのこと、係

活動や応援団など、随所ですばらしいリーダーシップを発揮し、下級生をしっかりと牽引してくれました。何よ

り、自分たち自身が「心からみんなと楽しもう」とする笑顔にあふれており、「さすが最高学年！」と深く感心さ

せられました。 

今年度のテーマ「一人一人がくいのないよう全力でがんばる」の言葉通り、全校児童が自らの限界に挑

戦し、輝いた一日は、私たちにとっても忘れられない感動の瞬間となりました。 

最後になりますが、早朝からの駐車場誘導や迅速な後片付けなど、多大なご協力をいただきましたＰＴＡ

ボランティアの皆さまに、この場を借りて心より感謝申し上げます。また、客席から子どもたちに送られた温か

い拍手と声援こそが、子どもたちの背中を押し、100％の力を引き出す原動力となりました。 

地域・保護者の皆さまとともに、この感動を共有できたことを嬉しく思います。今後とも本校の教育活動へ

の変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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  興味のある方は、学校までご 

連絡くださいますようお願いいた 

します。 

去る５月１４日（土）、PTA環境整備作業が行われました。当日は、保護者の皆さ 

ま、子どもたち、そして教職員を合わせ、総勢約３０名が集まり、校舎のガラス拭きと 

「小さな森」の整備作業に取り組みました。 

１時間弱という限られた時間ではありましたが、皆さまが精力的に、そして手際よく 

作業を進めてくださったおかげで、見違えるほど綺麗に整備することができました。 

綺麗になった窓から差し込む光や、すっきりと整った小さな森の景色に、心まで清々し 

い気持ちになります。皆さまの温かい汗とご奉仕に、心より感謝申し上げます。 

また、作業終了後のお楽しみタイムとして行った親子レクリエーション『じゃんけん列 

車』では、校舎内に子どもたちの元気な歓声と笑顔が響き渡り、大人も子どもも一緒 

になって楽しむ、大変微笑ましく温かいひとときとなりました。 

お休みの日にもかかわらずご参加いただいた保護者の皆さま、そして一生懸命が 

んばってくれた子どもたち、先生方本当にありがとうございました。 

  去る５月２０日（水）、第１回学校運営協議会が開催されました。当日は、学校経営方針や年間行事、学校

支援ボランティアなどについて話し合いが行われた他、登下校の安全確保やいじめへの対応について活発

な意見交流がなされました。 

委員の皆さまには、今後とも本校の教育活動への温かいご助言やご支援を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○会長        様（地域・酪農業） 

○委員        様（森のくまさん見守り隊） 

 様（学校支援地域本部地域代表・森の里ミズナラくらぶ） 

 様（地域・有識者） 

 様（ＰＴＡ役員ＯG） 

 様（森の里児童保育センター長） 

 様（PTA副会長） 

※「学校運営協議会」とは、保護者や地域の皆さんが学校経営に参画し、ともに力を合わせて子どもたちの成長を支えるため

の仕組み（会議）です。 この仕組みをもつ学校は「コミュニティ・スクール」と呼ばれ、地域一体となって「社会に開かれた、より

良い学校づくり」を目指しています。 


